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http://eplus.jp〈インターネット・携帯受付〉

 0570-02-9999 　http://t.pia.jp/
〈音声応答電話予約 無休〉     〈インターネット・携帯受付〉

Pコード ： 149-659
入場料（消費税込） S席：¥7,000  A席：¥ 6,000  B席：¥ 5,000

※毎週火・水２：３０～５：３０はシステムメンテナンスのため受付休止

チケットのお求めは
※就学前のお子様の
　同伴・入場はご遠慮ください。

紀尾井ホールチケットセンター　03-3237-0061（10:00～18:00／日・祝休） http://www.kioi-hall.or.jp
お問い合わせ：ムジカキアラ 03-6431-8186（平日10:00～18:00） info@musicachiara.com

主催:クララ・シューマン生誕200年コンサート実行委員会　共催：劉生容記念館・岡山　後援：奇美博物館（Chimei Museum)　マネジメント：ムジカキアラ

出演者

久保陽子（ヴァイオリン）
下中美都（ピアノ） 三輪美恵（ピアノ） クララ・ワング（ピアノ） 
三船文子（ピアノ）平石那月（ピアノ） 三船文彰（チェロ）

演奏曲目
シューマン：「謝肉祭」、「クライスレリアーナ」、「幻想曲」より
ブラームス：「F.A.Eソナタ」、「ピアノトリオ第１番」より
バッハ、パガニーニ：無伴奏ヴァイオリン曲より

クララ・シューマン：「４つの束の間の小品」より　その他

使用楽器
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1877年製 グロトリアン・スタインヴェッグ［No.3306］（劉生容記念館蔵）
1722年製 アントニオ・ストラディバリ「ヨアヒム＝エルマン」（奇美博物館蔵）    

©Album/PPS通信社



　200年前の1819年9月13日に、クララ・シューマンが生まれた。
その77年の生涯は苦難に満ちていたが、強い意志と努力そして愛によって家族を守り育て、よく働き、
ご縁のある音楽家たちの芸術をも伸ばし、１９世紀の音楽の発展を牽引する役割を果たした。

「友情」と「ロマンス」をキーワードに、
この稀有な女性、クララ・シューマンの生涯を親交の音楽家たちの作品を演奏することで偲ぶ。

日本にあるクララ・シューマン愛用のピアノ、1877年グロトリアン・スタインヴェッグと、
台湾の奇美博物館所蔵のヨアヒム愛用の1722年ストラディバリ「ヨアヒム＝エルマン」が引き寄せられたかのように一同に会することで、

さらにクララ・シューマンの魂に触れられることを願う。

クララ・シューマンの魂に動かされて

クララ･シューマン使用 1877年   
グロトリアン・スタインヴェッグ ［No.3306］ （劉生容記念館蔵）        

クララ・シューマンの特注品によるこのピアノは、1887年クララ・シューマンがクレフェルト市
に寄贈、長く演奏に使われたが、その後市郊外のLinn博物館の地下室に移されたため、
第二次世界大戦の爆撃を免れた。戦後再び音楽教育に使用するも、状態が困難となり、
３０数年前に日本の商社に譲渡され、日本に運ばれた。2006年岡山市の劉生容記念館の
所有となり、武蔵野音楽大学の楽器博物館の1871年製のクララ・シューマンのピアノの
調査のもとに142年前当時とほぼ同じ状態に修復された。2007年4月にこのピアノを
使い、82歳の巨匠、ルース・スレンチェンスカが岡山県北山頂にある、樹齢千年の醍醐桜
のもとで奇跡的な奉納演奏を行い、大きな感動を呼んだ。

久保陽子　Yoko Kubo       
３歳より父の手ほどきを受け、その後、ジャンヌ・イスナール、齋藤秀雄に師事。1962年 18歳でチャイコフスキー国際コンクー
ル第３位入賞。翌年ランス政府給費留学生としてパリに留学。ヨアヒムの門下の名ヴァイオリニスト、シゲティ―に師事。
1964年日本人初のパガニーニ国際コンクール第２位に入賞。1965年ロン＝テｲボー国際コンクール第２位、クルチ国際コン
クール第１位。ソリストとして活躍する一方、ピアニスト弘中孝と共に桐五重奏団、久保陽子トリオまたジャパン・ストリング・クヮ
ルテットを主宰するなど、室内楽の他、東京音楽大学教授として教学にも、オールマイティ―な音楽家として活動。近年はさら
にバッハとパガニーニの無伴奏全曲を六華亭美術館、橿原神宮を中心に連続演奏に挑み、７00回を達成するという前人未
踏の歩みを続けている。2011年、3・11の2週間後岡山県の４か所で、台湾の台南の奇美博物館蔵の銘器2挺を使用して
の「東日本大震災追悼及び八田與一記念」銘器コンサート、同年11月に台北で東北大震災への台湾の支援に対しての「あ
りがとう！！台湾」銘器名曲コンサートを、奇美博物館蔵の「ヨアヒム＝エルマン」のストラディバリでブラームスのヴァイオリン協
奏曲を演奏し、日台の文化交流の可能性を広げ、いずれも大きな感動を呼んだ。

下中美都　Mito Shimonaka      
1956年東京生れ、慶応義塾大学仏文科卒業。株式会社
平凡社の6代目代表取締役社長。本とピアノが何より好き。
5月に平凡社から『ルース・スレンチェンスカ 九十四歳のピ
アニスト 一音で語りかける』を企画出版。ルースの修練を見
習って毎朝出社前1時間半のピアノ練習で日々薄皮一枚
の前進を実感、元気の素となっている。シューマンがクララを
想い作曲した「クライスレリアーナ」は生涯の憧れの曲。

三輪美恵　Mie Miwa      
明治大学政治経済学部卒業。ＪＲ東日本執行役員。事業
創造本部部長として多数の国内外の開発事業を手掛ける
一方、ピアノをこよなく愛し、4歳からピアノを始め、相場聖
子、大川由美子の諸氏に師事。N.Y.にて巨匠ルース・スレ
ンチェンスカにもレッスンを受ける。軽井沢音楽部を主催し、
3回演奏会を開催。音楽を通じた出会いや人との交流を大
切にしている。

平石那月　Natsuki Hiraishi     
大阪芸術大学卒業。学科長賞を得て同大学院博士課程
（前期）を修了。2007、2008、2011、2014年プラハサ
マーアカデミーに参加、ディプロマ取得。教授推薦による
ファイナルコンサートに毎回出演。2011年から6度にわたり
劉生容記念館にてクララ・シューマンのピアノで演奏。小林
かずみ、南祐子の各氏に師事。現在、大阪芸術大学及び
短期大学部にて通信教育部非常勤講師。第２２回アジア
国際文化芸術フェスティバル新人賞受賞。

クララ・ワング　Clara Hwang      
パリ生まれ。幼少より母の手ほどきを受け、4歳からラフマニノフ音楽院に
入学。6歳でスタインウェイ・コンクールとクロード・カーン・コンクールとも
に第１位。12歳の時にリサイタルを開く。14歳でパリ地方音楽院に入学
(CRR)メシエ氏に師事。演奏家課程を卒業。その後補聴器の専門学校
でも学び、国家認定補聴器技能者免許取得。20歳の時クロード・カー
ン・コンクールにて演奏家級第１位。2017年4月にConcous Artistique 
d’epinalコンクールで最上級レベルの満場一致の一等賞受賞。

三船文子　Ayako Mifune      
台湾台南県生まれ。音楽を愛する父親の薫陶で、幼少よりドイツのシス
ターにピアノの手ほどきを受ける。13歳の時岡山に移住。山陽女子高等
学校音楽科を経て、台湾国立師範大学音楽系ピアノ科卒業。兄文彰と
チェロの名曲コンサートを数多く共演。1989年にパリで内科医師と結婚
し定住。娘三人を音楽家に育てるとともに、ピアノの指導や多くの演奏
会に定期的に出演。近年陶芸と写真にも表現を広げ、100年の歴史を
誇るパリ サロン・ドートンヌ展に陶芸と写真部門３年連続入選を果たす。

三船文彰　Bunsho Mifune     
歯科医師。台湾台南県生まれ。国立台湾大学歯学部卒業。幼少より父
親からヴァイオリンの手ほどきを受け、14歳の時チェロに転向。名教師斉
藤秀雄氏の最後の門下生となる。チェロ演奏を精力的に行う他に、音楽
プロデﾕーサーとして内外の一流演奏家を招いて、クララ・シューマンのピ
アノを所蔵する「劉生容記念館」を中心にコンサートを100回以上企画。
2003年からピアノの巨匠ルース・スレンチェンスカを日本に招き、2018
年のサントリーホール・リサイタルまでに数十回の演奏会とＣＤ「ルース・
スレンチェンスカの芸術」19枚を制作、「レコード芸術」誌で特選に選ば
れるなど、ピアノ演奏の歴史に豊穣なる一ページを付け加えた。
山陽音楽コンクール第１位。岡山県芸術文化賞受賞。

ヨーゼフ・ヨアヒム使用 １７２２年
アントニオ・ストラディバリ「ヨアヒム＝エルマン」 （奇美博物館蔵）

ストラディバリ黄金期の作のこのヴァイオリンはその堂々たる風格と語り尽くせない歴史を
持っていることで、抜きん出た存在と言える。ヨーゼフ・ヨアヒムが1874年から所有、その
後1907年にミッシャ・エルマンが購入、亡くなるまでの41年間演奏、「エルマン・トーン」と
して一世を風靡した。30年前に奇美企業創始者許文龍氏が10年間愛用したヨーゼフ・
スークから購入、奇美博物館1500挺のヴァイオリン・コレクションの白眉となる。2011年
11月台北での「ありがとう！台湾」コンサートで久保陽子がこの楽器で、ブラームスがヨア
ヒムに捧げた「ヴァイオリン協奏曲」を演奏、この名器の歴史にエピソードを加えた。今回が
博物館外数回目の公開となる。

いちおん


